
三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel. 0986−51−3462 ／ Fax. 0986−51−3561

■内容
◦ピアノの弾き語り
◦フォークメドレー
◦歌姫メドレー
◦顔まね特集　ほか
※�内容は、当日変更になる場合がありま
す。あらかじめご了承ください。

ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

■料金／一般 2,800円（当日3,000円）　小学生〜高校生 1,500円（当日1,700円）
　　　　ペア 5,000円（前売りのみ）※未就学児の入場はご遠慮願います。※電話予約可。※全席自由
■出演／清水ミチコ　　■場所／三股町立文化会館　　■主催／三股町・三股町教育委員会

■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡.0986-51-3462

■開催日時

7月17日（金）
開場／午後６時　開演／午後６時30分

■開催日時

8月30日（日）
開場／午後１時30分　開演／午後２時

■料金／一般1,500円（当日1,800円）、学生500円（当日800円）ペア2,000円（前売りのみ）※全席自由
■内容／�『宮崎の夏Aは南の音楽が似合う！』と題して、フルートとギターでお届けするDUOコンサート。

南米カリブのショーロや、サンバ、ボサノヴァ、ピアソラ（アルゼンチン）などの曲と、フランス音楽をお届けします。
■プログラム・曲目／M．ラヴェル：ハバネラ、J．イベール：間奏曲、カリブ音楽：ラ・ヴァドルーベンス ほか
■出演／フルート・司会：桐原直子（宮崎在住）、ギター：シルヴァン・ディオニ（パリ在住）
■場所／三股町立文化会館　■主催／三股町・三股町教育委員会

■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡.0986-51-3462

フランス発 カリブ行き
フルート・ギターDuoコンサート
ナビゲーターにＦＭ宮崎
｢音楽の森（毎週日曜日 AM8：00～8：50）」の
パーソナリティとしておなじみ、 桐原直子の
軽妙なおしゃべりとフルートに
パリ在住のギタリスト、シルヴァン・ディオニ氏 を加え、
心踊るしゃれたひとときをお届けします。

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s
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学校・家庭・地域の連携が子どもを育てる

連携教育の
スゝメ

文教のまち三股の「小中一貫教育」始動特集

国保特集 Vol.17 三股町国民健康保険

国民健康保険の保険税はこのように決まります

お知らせ
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連
携
教
育
の

ス
ゝ
メ

文
教
の
ま
ち
三
股
の「
小
中
一
貫
教
育
」始
動

特
集学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
子
ど
も
を
育
て
る

戦
後
の
教
育
改
革
か
ら
始
ま
っ
た
６･

３
制
の

義
務
教
育
が
、
近
年
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。社
会
の
成
熟
化
が
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
発
育
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
は
今
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。そ

の
た
め
現
在
、
こ
の
９
年
間
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
な
が
ら
学
習
・
生
活
指
導

を
行
う
「
小
中
一
貫
教
育
」
が
全
国
的
に
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
こ
の
教
育
に
対
し
て
研
究
を
重
ね
、

「
三
股
町
の
特
性
を
生
か
し
た
小
中
一
貫
教
育
」

を
町
内
全
小
中
学
校
で
導
入
。子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
心
を
育
て
る
た
め
、「
あ
い
さ
つ
」「
清
掃
」

「
郷
土
学
習
」
を
全
学
校
で
一
斉
に
指
導
し
、
毎

月
3
の
付
く
日
を
「
み
ま
た
の
日
」
と
定
め
て
指

導
の
確
認
・
反
省
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
は
、
学
校
に
頼
る
だ
け
で

な
く
、
家
庭
そ
し
て
地
域
が
連
携
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。今
号
特
集
で
は
、
教
育

現
場
が
動
き
出
し
た
今
、
わ
た
し
た
ち
家
庭
や
地

域
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

MIMATA's Original Education
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三島の教育理念を受け継いだ文武両道修練の場「龍雲館」。
明治35年、当時の中学校生徒をもって舎を結成。厳格な館則で、士道とし
ての魂を養うことに重点が置かれた。初代館長は神宮寺純清、田中真幸、
小倉義則。（写真は昭和14年・桒畑國幸さん提供）

︵
１
９
７
１
年
︶、
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
の
中
で
す
で
に
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本

※

答
申
で
は
、﹁
幼
稚
園
と
小
学
校
の

低
学
年
、
小
学
校
高
学
年
と
中
学
校
の
間

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
児
童
・
生
徒
の
発
達
段

階
で
近
似
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
、
同
時
に
学
校
段
階
の
区
切
り
方
は
、

そ
の
学
校
を
構
成
す
る
、
異
な
っ
た
発
達

段
階
の
児
童
・
生
徒
の
相
互
作
用
に
も
教

育
上
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
し
、
小
学
校

と
中
学
校
、
中
学
校
と
高
等
学
校
の
区
切

り
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
各
学
校
段
階
の

教
育
を
効
果
的
に
行
う
﹂
こ
と
な
ど
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
、
日
本
で
は

﹁
中
高
一
貫
教
育
﹂
が
平
成
11
年
４
月
か

ら
制
度
化
さ
れ
、
文
部
科
学
省
は
平
成
13

年
に
策
定
し
た
﹁
21
世
紀
教
育
新
生
プ
ラ

ン
﹂
で
、
高
等
学
校
の
通
学
範
囲
︵
全
国

で
５
０
０
程
度
︶
に
少
な
く
と
も
１
校
の

整
備
を
目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
中
一
貫
教
育
は
現

在
の
と
こ
ろ
、
政
府
が
進
め
る
﹁
構
造
改

革
特
区
﹂
や
文
部
科
学
省
の
﹁
研
究
開
発

学
校
﹂
の
指
定
以
外
で
は
制
度
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近

年
、
本
教
育
は
社
会
変
動
と
子
ど
も
た
ち

の
発
育
の
変
化
な
ど
か
ら
、
次
第
に
全
国

へ
広
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

小
中
一
貫
教
育
」を
県
も
推
進

本
県
も
、
平
成
17
年
度
か
ら
小
中
学
校

連
携
推
進
事
業
に
取
り
組
み
、
校
種
間
の

連
携
・
接
続
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。併
せ
て
、
平
成
17
年
に
小
中
一
貫

教
育
特
区
と
な
っ
た
日
向
市
が
、翌
18
年
、

小
中
一
貫
教
育
校︵
市
立
平
岩
小
中
学
校
︶

を
開
校
し
、日
南
市
︵
旧
北
郷
町
︶
は
今
年

４
月
か
ら
幼
保
小
中
一
貫
校
を
開
校
す
る

な
ど
、
県
内
自
治
体
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
文
教
の
ま
ち
」の
再
生
と

発
展
を
目
指
す

一
方
、
本
町
で
も
こ
の
一
貫
教
育
を
こ

れ
ま
で
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

本
町
は
﹁
文
教
の
ま
ち
﹂
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
明
治
初
期
、
当
時
の

地
頭
三
島
通
庸
が
教
育
振
興
、
と
り
わ
け

郷

※

中
教
育
に
力
を
注
い
だ
こ
と
に
端
を
発

し
ま
す
。

明
治
35
年
に
は
文
武
両
道
の
心
身
研
鑚

の
場
、
龍
雲
館
が
創
設
さ
れ
、﹁
礼
儀
を
正

し
く
せ
よ
、
時
間
を
重
ん
ぜ
よ
、
質
素
を

旨
と
せ
よ
、
活
気
を
重
ん
ぜ
よ
﹂
と
い
う

４
カ
条
を
館
精
神
の
骨
子
と
し
て
当
時
の

中
学
生
が
心
身
の
鍛
錬
に
励
み
ま
し
た
。

昭
和
３
年
に
な
る
と
、
梶
山
地
区
で
は
龍

雲
館
か
ら
分
離
し
た
正
道
館
が
創
設
さ

れ
、
龍
雲
館
の
そ
れ
と
同
じ
く
心
身
の
鍛

錬
の
場
と
な
り
ま
し
た
。両
館
は
昭
和
20

年
の
終
戦
で
閉
館
と
な
り
ま
し
た
が
、
三

島
の
教
育
理
念
を
も
と
に
し
た
先
人
た
ち

の
こ
う
い
っ
た
た
ゆ
ま
ぬ
向
上
心
が
今
日

の
﹁
文
教
の
ま
ち
三
股
町
﹂
を
形
成
し
て

き
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
と
伝
統
あ
る
﹁
文
教

の
ま
ち
﹂
の
再
生
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
、

町
教
育
委
員
会
は
教
育
研
究
所
、
小
中
一

貫
教
育
地
域
検
討
委
員
会
、
教
育
研
究
会

︵
町
内
全
教
職
員
︶
と
連
携
し
て
独
自
の
小

中
一
貫
教
育
を
研
究
し
て
き
た
の
で
す
。

三島通庸（みしま みちつね）
薩摩藩士。1869年（明治２年）、
日向都城の地頭となり、「三郷分割」
などを実施。翌年（明治３年）に梶
山、勝岡を合わせ下三俣郷とし、こ
れが今日の三股町となる。

※
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
第
22
回
答
申
・
昭
和
46
年
６
月
11
日
）
よ
り
一
部
引
用
・
抜
粋

※�

郷
中
教
育
（
ご
じ
ゅ
う
き
ょ
う
い
く
）
／
薩
摩
藩
で
行
わ
れ
て
い
た
人
材
教
育
シ
ス
テ
ム
。郷
中
と
は
今
で
い
う
自
治
会
組
織
の
こ
と
。負
け
る
な
、
う
そ
を
言
う

な
、弱
い
者
を
い
じ
め
る
な
な
ど
を
教
訓
と
し
、勉
学
・
武
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、先
輩
が
後
輩
を
指
導
す
る
こ
と
で
強
い
武
士
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性

近
年
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
の
成
長

に
合
わ
せ
た
連
続
性
の
あ
る
教
育
、
小
中

一
貫
教
育
が
全
国
的
に
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
過
程
に
合
わ
せ
、
小
学
校
と
中
学
校

を
段
階
的
に
区
切
ら
ず
、
９
年
間
を
一
体

化
し
た
教
育
課
程
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、９
年
間
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
、

学
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
な

が
ら
心
の
育
成
や
生
活
指
導
が
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
と
中
学
校
で
は
、
授
業
の
進
め
方
や

学
校
生
活
が
ま
っ
た
く
違
う
た
め
、
そ
の

変
化
に
子
ど
も
た
ち
が
つ
い
て
い
け
な
く

な
る
こ
と
︵
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
・
中
１
プ
ロ

ブ
レ
ム
と
呼
ば
れ
る
︶
が
近
年
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
の
小
中
一
貫
教
育

先
進
事
例
で
は
、
こ
う
い
っ
た
諸
問
題
も

解
消
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
年
も
前
か
ら
う
た
わ
れ
た

小
中
一
貫
教
育
理
念

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
度

合
い
に
合
わ
せ
、
学
校
の
段
階
や
区
切

り
方
を
変
え
よ
う
と
い
う
考
え
方
は
、

戦
後
高
度
経
済
成
長
末
期
の
昭
和
46
年

38

わたしは昭和14年から19年まで入館
していました。当時は目上の人に対する
礼儀に厳しく、下級生はこれができてい
ないと上級生から “制裁” を受けたもの
です。しかし、地域の先輩後輩が集まっ
てこういった社会生活の規範をしつけら
れたことはわたしにとって良い経験と
なっています。

龍雲館に在籍していたひと

Interview
龍雲館で学んだのは
社会の規範

生
活
環
境
の
激
変
と

子
ど
も
た
ち
の
成
長

時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
教
育
環
境

技術の進歩とともに遊びをはじめとした
子どもたちの環境も激変した。
写真左は外で遊ぶことが普通だったころの
子ども（イメージ）と、現在一般化している
携帯ゲーム機で遊ぶ子ども（写真右）

核
家
族
化
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、

生
活
環
境
が
向
上
す
る
が
ゆ
え
の
個
々
の
価
値
観
の
多
様
化
は
、

わ
た
し
た
ち
の
社
会
生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

同
様
に
、
情
報
が
氾
濫
し
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
進
歩
が

現
実
世
界
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
出
し
、

加
え
て
多
忙
な
毎
日
を
送
る
家
庭
や
地
域
は

そ
の
教
育
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。

結
果
、
心
身
が
早
熟
化
し
た
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、

集
団
よ
り
自
身
の
価
値
観
を
尊
重
す
る
よ
う
に
な
り
、

昨
今
の
犯
罪
の
低
年
齢
化
や
モ
ラ
ル
の
低
下
な
ど
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

桒畑 國幸 さん
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三
股
の
特
性
を
生
か
し
た

「
三
股
な
ら
で
は
」の

小
中
一
貫
教
育
体
制
を

策
定

宮
崎
県
教
育
委
員
会 

指
定

町
独
自
の
一
貫
教
育
の
模
索

町
で
は
、
町
の
教
育
水
準
と
教
職
員
の

資
質
向
上
を
目
的
に
、
各
小
中
学
校
教
職

員
か
ら
成
る
教
育
研
究
所
を
平
成
元
年
に

発
足
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
や
心
身
の
健
全
育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
小
中
学
校
の

教
職
員
が
毎
年
合
同
で
研
修
や
授
業
研
究

を
行
う
な
ど
、
小
中
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な

連
携
や
接
続
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
取
り
組

み
に
反
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
17
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
３

年
間
は
小
中
連
携
を
大
切
に
し
た
学
力
向

上
の
工
夫
・
改
善
に
つ
い
て
研
究
し
、
学

力
向
上
で
は
学
校
で
の
学
習
指
導
の
充

実
、
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
の
必
要
性
を

確
認
。
ま
た
、﹁
あ
い
さ
つ
﹂
な
ど
の
基
本

的
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も
小
中
連
携
を

広
げ
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
る
必
要
性
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
は
19
年
度
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
県
の
﹁
明
日
の
宮
崎
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
む
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
の
う
ち
、﹁
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

多
様
な
一
貫
教
育
研
究
事
業
﹂
の
地
域
に

指
定
さ
れ
、
同
研
究
所
は
19
年
度
ま
で
の

研
究
成
果
を
も
と
に
20
年
度
か
ら
﹁
学
校

と
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
て
行
う
三

股
の
特
性
を
生
か
し
た
小
中
一
貫
教
育
﹂

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
性
を
生
か
し
た

文
教
三
股
の
一
貫
教
育

「
あ
い
さ
つ
」「
清
掃
」「
郷
土
学
習
」

こ
の
研
究
で
は
、
町
内
６
校
の
小
学
校

卒
業
後
は
１
つ
の
中
学
校
に
進
学
す
る
と

い
う
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
や
す
い
環
境

に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
文
教
の
ま
ち
と
呼

ば
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
こ

と
の
２
つ
の
特
性
を
生
か
し
た
本
町
独
自

の
小
中
一
貫
教
育
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
一
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
﹁
あ
い
さ

つ
﹂
な
ど
の
基
本
的
生
活
習
慣
と
学
力
の

関
係
が
強
い
と
い
う
傾
向
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
︵
図
1
︶。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
同
研
究
所
は
、﹁
あ
い
さ
つ
﹂
指
導
で

礼
儀
正
し
い
児
童
生
徒
を
育
て
る
こ
と
、

﹁
清
掃
﹂
指
導
で
場
を
清
め
、
心
を
磨
く
児

童
生
徒
を
育
て
る
こ
と
、﹁
郷
土
学
習
﹂
で

三
股
を
知
り
、
郷
土
を
愛
す
る
児
童
生
徒

を
育
て
る
こ
と
、指
導
に
は
学
校
と
家
庭
、

地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
４

点
に
し
ぼ
っ
て
本
町
の
小
中
一
貫
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
導
入
さ
れ
た

「
み
ま
た
の
日
」

町
教
育
委
員
会
は
、本
研
究
を
も
と
に
、

町
一
貫
教
育
地
域
検
討
委
員
会
、
町
内
各

教
育
研
究
機
関
の
協
力
を
得
て
こ
の
取
り

組
み
を
４
月
か
ら
正
式
に
導
入
。具
体
的

な
内
容
は
こ
の
３
項
目
に
つ
い
て
共
通
し

た
実
践
事
項
を
各
小
中
学
校
で
日
常
的
に

取
り
組
み
、
毎
月
３
の
付
く
日
に
設
定
し

た
﹁
み
ま
た
の
日
﹂
に
そ
の
確
認
、
反
省

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
あ
い
さ
つ
」「
清
掃
」「
郷
土
学
習
」の

共
通
実
践
事
項

●
登
下
校
時
の
校
門
で
の
一
礼

●
授
業
開
始
時
の
黙
想
・
座
礼

● 

児
童
会（
小
学
校
）や
生
徒
会（
中

学
校
）に
よ
る「
あ
い
さ
つ
運
動
」

● 

清
掃
の
き
ま
り
に
よ
る
無
言
清
掃

● 

給
食
時
間
の
郷
土
に
関
す
る
校

内
放
送
（
み
ま
た
の
日
）

そ
し
て
、
現
在
、
町
内
全
小
中
学
校
が

﹁
み
ま
た
は
一
つ
﹂
の
連
帯
感
を
持
っ
て
、

こ
の
文
教
三
股
独
自
の
一
貫
教
育
で
子
ど

も
た
ち
の
誇
り
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図１.平成20年度全国学力調査で明らかになった
　　 生活態度（あいさつ）と学力の関係

平成20年度全国学力・学習状況調査では、小学校６学年と中学校３学年を対象
に、「教科に関する調査」「生活習慣や環境等に関する調査」を実施。全国デー
タ（小学６年生115万8,445人、中学生108万5,403人）では、「近所の人
に会ったとき、あいさつをしていますか」との設問に対し、「あいさつをして
いる」と回答した児童生徒（小70万9,881人・中54万9,796人）と「あいさ
つをしていない」と回答した児童生徒（小２万8,315人・中４万6,887人）の
平均正答率を比較すると図のような結果が出ている。「教科に関する調査」で
は国語と算数・数学で、いずれも「知識」「活用」に関する問題をＡ、Ｂに分け
ているが、上のような結果は、このいずれにおいても見られる傾向だった。

子どもも授業前の黙想は落ち着くと話して
いましたので、いい取り組みだと思います。
親としては勉強がついていけるかなど心配
もありますが、やはり一番の望みは子どもが
笑顔でいることです。中学生が笑顔であいさ
つしてくれたらうれしいですし、わたしもさ
らに自分から声を掛けるようにしたいと思
います。この取り組みで町全体の子どもたち
が笑顔で過ごせるまちになればいいですね。

中学１年生の保護者　黒木 淑恵 さん

Interview
子どもたちが
笑顔でいることが一番

町内全小中学校の
共通した取り組み

①

②

③

④

⑤

本町の小中一貫教育では、小学校間、小中学校間で職員それぞ
れが責任を持って指導し、バトンタッチしていくという意識
を持って行っています。しかしながら、こういう子どもを育て
たいという意識を学校だけでなく、家庭、地域もずっと持ち続
けることが、子どもの成長に合わせた連続性のある一貫教育
になるのです。そのためには「子どもはみんなで育てるもの」
という町全体の意識の共有が必要です。家庭では子どもたちと
いろいろな話をしてください。地域の伝統や活動を子どもたち
に見せてください。体験させてください。「みまたの日」はそ
れら日常の一貫教育を振り返り、「子どもはみんなで育てるも
の」という町全体の意識の共有を確認する日でもあるのです。

勝岡小学校　中村 敏彦 校長

「みんなで子どもを育てる」
意識の共有を

あいさつをすると元気になれるというか、
頑張ろうという気持ちになれますし、こう
いう礼儀を知っていれば社会に出たときに
も役に立つと思います。わたしの住む地区は
まとまりがあって、あいさつをする意識付
けができているように感じます。そんな地域
のすばらしさは自分の存在を確認させてく
れています。ですからみんなで習慣をつける
ということはとてもいいことだと思います。

中学１年生　中嶋 梨沙 さん（餅原）

Interview
習慣をつけることのよさ①登下校時の校門での一礼（写真は長田小）

　長田小で伝統的に行われていた
②あいさつ運動（写真は三股小）
　子どもたちの当番制で行われる
③黙想・座礼（写真は三股中）
　 �授業に集中できるよう心を落ち着かせる
④郷土学習校内放送（写真は梶山小）
　 �みまたの日の給食時間に郷土に関する話や

クイズを放送
⑤無言清掃（写真は三股西小）
　 �無言で行うことで清掃の意義を確かめなが

ら心も磨く
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54.1㌫

㌫ 「あいさつ」と国語A（小学６年生）の平均正答率の関係

あいさつをしている あいさつをしていない

70
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45
50
55
60
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㌫ 「あいさつ」と数学A（中学１年生）の平均正答率の関係

あいさつをしている あいさつをしていない
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連
携
教
育
の
ス
ゝ
メ

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
子
ど
も
を
育
て
る

連
携
教
育
の

ス
ゝ
メ

文
教
の
ま
ち
三
股
の「
小
中
一
貫
教
育
」始
動

学
校・家
庭・地
域
の
連
携
が
子
ど
も
を
育
て
る

特
集

本
町
教
育
の
共
通
認
識
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
で
は
教
わ
る
こ

と
の
で
き
な
い
経
験
を
家
庭
や
地
域
で
重

ね
な
が
ら
育
ち
ま
す
。
で
す
か
ら
子
ど
も

の
教
育
に
は
、
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
、

家
庭
教
育
、
社
会
教
育
が
密
接
な
関
係
を

持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
は
、学
校
、

家
庭
、
地
域
の
す
べ
て
が
﹁
こ
ん
な
子
ど

も
を
育
て
た
い
﹂
と
い
う
共
通
認
識
、
共

通
理
解
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
こ
の
３
者
が
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
さ
せ
る
う
え
で
、﹁
こ
ん
な
子

ど
も
を
育
て
る
﹂
と
い
う
意
識
を
共
有
す

れ
ば
、
そ
の
地
域
独
自
の
教
育
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
が
は
ぐ
く
ま
れ
て

い
く
の
で
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、町
教
育
委
員
会
は
、

今
回
導
入
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
学
校
だ

け
で
完
結
せ
ず
、
教
育
の
基
本
で
あ
る
家

庭
や
地
域
と
連
携
し
て
行
う
町
全
体
の
一

貫
教
育
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
や
地
域
と
の

か
か
わ
り
の
基
本
と
な
る
﹁
あ
い
さ
つ
、

清
掃
、
郷
土
愛
﹂
の
指
導
を
、
将
来
に
わ

た
っ
て
町
全
体
で
取
り
組
む
継
続
し
た
伝

統
教
育
と
し
て
作
り
上
げ
、
子
ど
も
た
ち

が
郷
土
を
誇
り
に
思
う
﹁
文
教
の
ま
ち
﹂

の
再
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
は

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

﹁
あ
い
さ
つ
が
で
き
、
掃
除
が
で
き
、
文

教
の
ま
ち
三
股
町
に
愛
着
を
持
つ
人
に
育

て
た
い
﹂。
そ
の
教
育
現
場
の
熱
心
な
思

い
は
、
こ
う
し
て
﹁
三
股
町
の
教
育
法
﹂

を
作
り
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

わ
た
し
た
ち
家
庭
や
地
域
が
一
緒
に
な
っ

て
行
わ
な
け
れ
ば
、
学
校
で
の
単
な
る
生

活
指
導
に
終
わ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

で
は
、
わ
た
し
た
ち
は
実
際
に
何
を
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
家

庭
や
地
域
で
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
で
す
。話
を
す
る
こ
と
で
す
。自
分

の
使
っ
た
物
や
場
所
を
き
れ
い
に
さ
せ
る

こ
と
で
す
。地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
毎
月
３
の

町教育委員会　田中 久光 教育長

町が一体となって、
文教三股を愛する子どもたちの育成を

付
く
日
﹁
み
ま
た
の
日
﹂
に
、
大
人
も
一

緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
こ
れ
ら
が
で

き
て
い
る
か
を
確
認
し
合
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
は
大
人
を
見
て
育
ち
ま
す
。家

庭
、
地
域
、
学
校
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち

の
見
本
と
な
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

家
庭
や
地
域
に
触
れ
合
う
機
会
が
多
く

な
る
夏
休
み
が
も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ひ
い
て
は
郷
土

の
未
来
の
た
め
に
、ま
ず
は
こ
の
夏
休
み
、

わ
た
し
た
ち
も
﹁
あ
い
さ
つ
﹂
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

学校教育では、学力の向上はもちろんのこと、
子どもたちの生活態度をはじめとする規範
意識の向上も図られています。しかしながら、
子どもたちが学ぶ社会生活での規範とは、学
校だけでなく、家庭、そして地域で身に付け
るものも数多くあるはずです。ですから「文
教のまち」の元気な子どもたちを育てるため
には、学校、家庭、地域が一体となって子ど

もの教育に取り組まなければなりません。そ
のため、今回導入した本町の小中一貫教育を
町全体の一貫教育と認識し、「みまたの日」
に日常生活態度の確認を行うことにしたと
ころです。これを小中学校だけの取り組みに
せず、町全体が次代を担う子どもたちのため
に、家庭や地域でも「みまたの日」を積極的
に活用してほしいと願います。

「地域づくり」のシンボルともいえるミマ
タレンジャーも、この一貫教育に賛同。「み
またの日」に各学校を回り、子どもたちと
あいさつを交わす（写真は三股小）

現在各地域で行われる郷土芸能伝承活動も、
子どもたちが地域とかかわる絶好の機会だ

明
日
の
「
み
ま
た
人
」
に
向
か
っ
て

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に

今
、
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
、

わ
た
し
た
ち
み
ん
な
で
。

町
内
全
小
中
学
校
で
取
り
組
ま
れ
る
一
貫
教
育
。し
か
し
な
が
ら
、

町
が
考
え
る
「
一
貫
教
育
」
と
は
、
学
校
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、「
教
育
」
の
基
本
は

家
庭
や
地
域
か
ら
は
ぐ
く
ま
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

学
校・家
庭・地
域
。

こ
の
３
つ
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
う
と
き
、

初
め
て
豊
か
な
心
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
持
っ
た

「
み
ま
た
人
」
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Interview
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三股町国民健康保険の平成21年　度の一世帯当たりの保険税額は次のように決まります。 国保特集
三股町国民健康保険Vol.17

国
民
健
康
保
険
の

保
険
税
は
こ
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
す

※�

特
定
世
帯
と
は
、
国
保
か
ら
長
寿
医
療
制
度（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
へ
移
行
し
た
人
が
い
る
た
め
、

国
保
の
被
保
険
者（
擬
制
世
帯
主
を
除
く
）
が
1
人

と
な
っ
た
世
帯
を
い
い
ま
す
。

※�
国
保
で
は
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、
保

険
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、所
得

が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
申
告
を
し
な
い
と
減
額
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
得
の
な
い
人
も
保

険
税
の
た
め
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

保
険
税
は
、
年
度
分（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
）を
ま
と

め
て
計
算
し
ま
す
が
、
年
度
途
中
で
被
保
険
者
世
帯

に
異
動（
社
会
保
険
等
の
脱
退
・
加
入
、転
入
、転
出
、

出
生
、死
亡
等
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、月
割
り
で
保
険

税
額
に
増
減
が
生
じ
る
た
め
、
再
計
算
し
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

の
で
、
年
金
額
全
体
で
は
条
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、

対
象
と
な
る
公
的
年
金
だ
け
で
は
該
当
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

保
険
税
の
特
別
徴
収
は
仮
徴
収︵
４
月
、６
月
、８
月
︶

と
本
徴
収
︵
10
月
、
12
月
、
２
月
︶
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
は
前
年
の
所
得
が
確
定
す
る
６
月
以
降
に
決

定
す
る
た
め
、
仮
徴
収
の
額
は
平
成
20
年
度
の
年
間
保

険
税
額
を
基
に
決
定
さ
れ
、
本
徴
収
の
額
は
平
成
21
年

度
の
保
険
税
額
の
計
算
方
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
年
間

保
険
税
額
か
ら
仮
徴
収
さ
れ
た
額
を
差
し
引
い
た
額
に

な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
人
で
も
、
次
の
２
つ
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
普
通
徴
収
︵
口
座
振
替
︶
に
切
り
替

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

１　

�

希
望
す
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
口
座
振
替
の
手
続

き
を
す
る
。

２　

�

役
場
税
務
財
政
課
納
税
管
理
係
で
申
請
手
続
き
を

す
る
。 納付月 期　別 納 付 期 限 口座残高確認日 口座振替日

７月 第１期 7月31日 ㈮ ７月24日 ㈮までに ７月27日 ㈪

８月 第２期 8月31日 ㈪ ８月24日 ㈪までに ８月25日 ㈫

９月 第３期 9月30日 ㈬ ９月24日 ㈭までに ９月25日 ㈮

10月 第４期 11月 2日 ㈪ 10月23日 ㈮までに 10月26日 ㈪

11月 第５期 11月30日 ㈪ 11月24日 ㈫までに 11月25日 ㈬

12月 第６期 12月25日 ㈮ 12月24日 ㈭までに 12月25日 ㈮

平成22年１月 第７期 2月 1日 ㈪ １月22日 ㈮までに １月25日 ㈪

平成22年２月 第８期 3月 1日 ㈪ ２月24日 ㈬までに ２月25日 ㈭

平成21年度 三股町国民健康保険税納期
（普通徴収〔個人での納付〕）

※保険税は、国保を支える貴重な財源です。
　必ず納期までに納めましょう。

所得割
世帯の平成20年中の所
得に応じて計算

資産割
世帯の固定資産税額に
応じて計算

均等割
世帯の加入者に応じて
計算

平等割
１世帯にいくらと計算

所得割…………… 6.80㌫

資産割……………24.50㌫

平等割
特定世帯以外…2万2,200円
特定世帯 ……1万1,110円

上限額（賦課限度額）
　……………………47万円
合計金額が47万円を超える場合は
47万円

21年度
医療給付費分

+
+
+

均 等 割 ………2万2,600円

所得割…………… 2.70㌫

資産割…………… 8.50㌫

均 等 割 ………… 8,200円

平等割
特定世帯以外……7,900円
特定世帯…………3,950円

上限額（賦課限度額）
　……………………12万 円
合計金額が12万円を超える場合は
12万円

21年度
後期高齢者支援金等分

+
+
+

所得割…………… 1.90㌫

資産割…………… 7.50㌫

均 等 割 ………… 9,100円

平等割
　 …………………6,000円

上限額（賦課限度額）
　……………………10万円
合計金額が10万円を超える場合は
10万円

20年度
介護納付金分

+
+
+

40歳以上
65歳未満
の人

上限額

69万円

年
間
保
険
税
額

■
問
い
合
わ
せ　
町
民
保
健
課 

国
保
年
金
係  

☎
52
︲
１
１
１
１（
内
線
１
１
２
）

次
の
３
つ
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
、
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
︵
天
引
き
︶
さ
れ
ま
す
。

１　

世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
。

2　

�

世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
、
65
歳
以
上
75
歳
未

満
で
あ
る
。

3　

�

対
象
と
な
る
公
的
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上

で
、
保
険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
て
、
年
金

額
の
２
分
の
1
以
下
で
あ
る
。

※�

転
入
、
国
保
加
入
届
出
の
時
期
に
よ
り
特
別
徴
収
で

き
な
い
こ
と
や
、遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場

合
は
普
通
徴
収
と
し
て
納
付
書
を
添
付
し
て
通
知
し

ま
す
。

※�

複
数
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合（
老
齢
基
礎

年
金
と
厚
生
老
齢
年
金
な
ど
）、
規
定
の
順
に
よ
り

優
先
と
な
る
公
的
年
金
を
対
象
と
し
て
判
断
し
ま
す

○
特
別
徴
収
に
つ
い
て

な
ぜ
、夏
バ
テ
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
？

ひ
ど
い
場
合
は
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。夏
特
有
の
湿
気
や
気
温
の
急
激
な
変
化
に
身
体
の

リ
ズ
ム
が
つ
い
て
い
け
ず
、
自
律
神
経
の
働
き
が
鈍
く
な
る

こ
と
か
ら
起
こ
る
よ
う
で
す
。

暑
く
な
る
と
、
皮
膚
の
血
管
は
拡
張
し
て
身
体
の
表
面
に

集
ま
り
、
汗
を
出
す
こ
と
で
体
温
の
調
節
が
行
わ
れ
ま
す
。

湿
度
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
汗
の
蒸
発
が
妨
げ
ら
れ
て

熱
が
体
内
に
こ
も
り
ま
す
。
そ
し
て
徐
々
に
体
力
が
奪
わ
れ

て
疲
れ
や
す
く
な
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱
れ
て
体
調
を
崩

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

夏
バ
テ
の
主
な
原
因
は
何
？

◦ 

食
欲
の
低
下
～
冷
た
い
飲
み
物
ば
か
り
で
は
胃
の
働
き
が

悪
く
な
り
、
消
化
不
良
︵
胃
腸
障
害
︶
を
起
こ
し
ま
す
。

◦ 

水
分
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
～
汗
を
か
け
ば
、
水
分
や
身
体
に

必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
も
大
量
に
不
足
。
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
、疲
労
が
た
ま
り
、食
欲
不
振
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

◦ 

睡
眠
不
足
～
暑
さ
に
よ
る
寝
苦
し
さ
の
た
め
に
睡
眠
不
足

に
な
る
と
、
疲
れ
も
た
ま
り
、
身
体
が
だ
る
く
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◦ 

ビ
タ
ミ
ン
不
足
～
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
消
耗
が
激
し
く
な
り
、

不
足
す
る
と
非
常
に
疲
れ
や
す
く
、
や
る
気
も
失
わ
せ
ま
す
。

◦ 

内
気
と
外
気
の
温
度
差
～
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
と
炎

天
下
の
屋
外
と
の
入
室
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
繰
り
返
し
て
い
る

と
、
そ
の
温
度
差
に
よ
っ
て
身
体
の
温
度
調
節
機
能
が
適

応
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

夏
バ
テ
を
予
防
す
る
た
め
に

　

夏
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
き
っ
ち
り
と
し
た
生

活
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

予�

防
そ
の
１
：
就
寝
と
起
床
時
間
を
で
き
る
限
り
き
っ
ち
り

と
決
め
、
夜
ふ
か
し
せ
ず
十
分
な
睡
眠
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
と
る
。
そ
れ
が

夏
バ
テ
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

予�

防
そ
の
２
：
ク
ー
ラ
ー
に
注
意
：
睡
眠
中
の
ク
ー
ラ
ー
の

つ
け
っ
ぱ
な
し
は
、
夏
カ
ゼ
や
下
痢
な
ど
の
体
調
不
良
の

原
因
に
。室
内
と
戸
外
の
温
度
差
を
５
度
以
内
に
設
定
し
、

で
き
る
限
り
身
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

予�

防
そ
の
３
：
通
気
性
の
い
い
服
を
着
る　

効
率
よ
く
汗
が

熱
を
奪
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
通
気
性
の
い
い
衣
類

を
着
る
と
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
こ
ま
め
に
下
着
を
着
替

え
た
り
、
濡
れ
タ
オ
ル
で
身
体
を
拭
く
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

予�

防
そ
の
４
：
適
度
な
運
動
を
継
続
的
に
持
続
す
る
こ
と
は
、

夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
最
も
効
果
的
な
対
処
法
で
す
。

予�

防
そ
の
５
：
そ
ば
や
そ
う
め
ん
、
冷
や
し
中
華
な
ど
の

あ
っ
さ
り
し
た
食
べ
物
だ
け
で
は
栄
養
不
足
で
す
。
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
消
耗
が
激
し
い
夏
だ
か
ら
こ
そ
、
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
、
乳
製
品
な
ど
を
積
極
的
に
食
べ
ま

し
ょ
う
。

★
子
ど
も
の
プ
ー
ル
熱　

予
防
法

◦�

普
段
か
ら
よ
く
手
を
洗
う
。　

◦�

プ
ー
ル
後
は
よ
く
目
を
洗
い
、
シ
ャ
ワ
ー
で
身
体
を
洗
う
。

◦�

タ
オ
ル
は
ほ
か
の
子
ど
も
と
共
有
し
な
い
。

◦�

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

※�

プ
ー
ル
熱
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
薬

は
な
い
の
で
プ
ー
ル
熱
に
特
定
の
治
療
法
や
予
防
接
種
は

あ
り
ま
せ
ん
。

の
ど
の
痛
み
が
強
く
て
水
分
が
と
れ
な
い
。
お
し
っ
こ
の

量
が
少
な
い
と
き
は
脱
水
状
態
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

★
夏
バ
テ
知
ら
ず
で
、

　
元
気
に
夏
を
楽
し
も
う
！
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「
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
普
段
食
べ
て
い
る
物
の
カ

ロ
リ
ー
の
多
さ
に
び
っ
く
り
。こ
の
地
区
で
初
め

て
料
理
教
室
を
開
催
し

て
皆
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
も
続
け
た
い
」

近
年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
で
、

現
在
、
町
内
各
地
区
で
は
運
動
と

食
の
健
康
づ
く
り
教
室﹁
い
き
い

き
元
気
塾
﹂︵
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

主
催
︶が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、６
月
４
日
、
田
上

自
治
公
民
館
で
は
、
田
上
集
落
セ

ン
タ
ー
で﹁
い
き
い
き
元
気
料
理

教
室
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
13
人
。
町
栄
養
士
か

ら
料
理
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
な
ど
を

学
ん
だ
後
、﹁
タ
マ
ネ
ギ
の
っ
け
ハ

ン
バ
ー
グ
﹂な
ど
計
５
品
の
料
理

教
室
を
開
催
し
、
楽
し
み
な
が
ら

﹁
食
に
よ
る
健
康
づ
く
り
﹂を
学
び

ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
に
関
心
高
ま
る

い
き
い
き
元
気
塾

菓
子
野
智
栄
子
さ
ん

田
上
地
区
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

昨
年
５
月
20
日
の
町
道
で
の
交

通
死
亡
事
故
以
来
、
死
亡
事
故
が

１
年
間
な
か
っ
た
と
し
て
、５
月

25
日
、
県
交
通
安
全
対
策
推
進
本

部︵
東
国
原
英
夫
本
部
長
︶か
ら
、

町
は｢

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
市
町
村

表
彰｣

を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
式
は
町
長
室
で
行
わ
れ
、

黒
木
典
明
県
地
域
生
活
部
交
通
安

全
対
策
監
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ

れ
た
桑
畑
町
長
は﹁
交
通
安
全
協

会
三
股
支
部
や
交
通
指
導
員
、
消

防
団
な
ど
の
日
ご
ろ
の
活
動
の
お

か
げ
。
今
後
も
地
道
な
活
動
を
続

け
た
い
﹂と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
定
期
的
な
街
頭
指
導

や
危
険
個
所
調
査
、
交
通
安
全
運

動
な
ど
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
町
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
意
識
が
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
す
。
今
後
と
も
さ
ら
な

る
交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
町
が
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
で
表
彰

さ
ら
な
る
交
通
安
全
に
協
力
を
！

「
祖
母
も
米
作
り
を
し
て
い
る
か
ら
、
こ
ん

な
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
大
変
だ
っ
た
分
、

お
い
し
い
お
米
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」

６
月
４
日
、
梶
山
小
学
校︵
馬

場
真
吾
校
長
・
68
人
︶の
全
児
童

が
同
校
南
側
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
に﹁
食
﹂

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
農

業
の
大
切
さ
や
働
く
こ
と
の
喜
び

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
住

民
の
協
力
を
得
て
毎
年
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
梶
山
高
齢
者

ク
ラ
ブ
寿
会︵
隈
元
幸
保
会
長
・

30
人
︶の
指
導
の
も
と
、
手
に
苗

を
取
り
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
馬
場
校

長
の
掛
け
声
で
一
列
一
列
て
い
ね

い
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

全
校
生
徒
で
田
植
え

梶
山
小
、地
域
住
民
も
協
力

６
年
生

「
全
国
大
会
で
は
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
心
を

一
つ
に
し
て
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
三
股
ブ

ル
ー
ス
カ
イ︵
浅
井
俊
弘
監
督
・

36
人
︶が
、５
月
30
日
・
31
日
に
都

城
市
と
三
股
町
で
開
催
さ
れ
た
第

29
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

県
大
会
で
見
事
優
勝
し
、
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

６
月
５
日
、
同
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

は
そ
の
報
告
に
役
場
を
訪
問
。
桑

畑
町
長
は﹁
県
の
代
表
と
し
て
の

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
﹂と
激
励
し
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
大
会
は
８
月
14
日

か
ら
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
全
国

約
１
万
５
０
０
０
チ
ー
ム
の
頂
点

を
目
指
し
て
争
わ
れ
ま
す
。

三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
少
年
野
球

全
日
本
学
童
全
国
大
会
へ

豊
田
翔
吾
く
ん

（
小
６
）

三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
主
将

本
町
梶
山
地
区
で
２
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
土
砂
災
害
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
で
も
土
砂
災
害
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
平
成
17
年
。

一
方
で
は
、各
地
で
の
情
報
伝
達

の
不
備
や
避
難
勧
告
発
令
の
遅
れ

坂
下
乃
輝
く
ん

「
運
も
味
方
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
力
を
つ

け
て
き
た
結
果
に
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
良
い
成
績
を
残
し
、

競
技
人
口
を
増
や
せ
る

よ
う
努
力
し
た
い
」

６
月
14
日
、﹁
み
や
ざ
き
県
民
総

合
ス
ポ
ー
ツ
祭
﹂の
ペ
タ
ン
ク
競

技
が
小
林
市
で
開
催
さ
れ
、
本
町

ペ
タ
ン
ク
協
会︵
上
原
正
義
会
長
・

17
人
︶か
ら
５
チ
ー
ム
が
出
場
、見

事
優
勝
と
３
位
と
い
う
好
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

金
属
性
の
球
を
決
ま
っ
た
投
げ

方
で
投
げ
、
的
玉
に
ど
れ
だ
け
近

づ
け
ら
れ
る
か
を
競
う
本
競
技
。

今
大
会
で
は
県
内
市
町
村
の
選
抜

チ
ー
ム
が
１
チ
ー
ム
３
人
の
団
体

戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

同
協
会
は
第
７
地
区
分
館
で
週

３
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
、ペ
タ
ン
ク
競
技
で

本
町
チ
ー
ム
が
優
勝！

上
原
正
義
さ
ん

町
ペ
タ
ン
ク
協
会
長

寺
柱
自
治
公
民
館
長

瀬
尾 

春
己 

さ
ん

﹁
地
区
住
民
に
と
っ
て
い
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
機

に
自
主
防
災
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
、安
全
で
住
み
よ
い

寺
柱
地
区
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
﹂

な
ど
、
警
戒
避
難
体
制
に
多
く
の

課
題
を
残
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
県
や
町
を
は
じ

め
、
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
は
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
見
直
し
、
土
砂

災
害
時
の
警
戒
避
難
体
制
の
さ
ら

な
る
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

６
月
７
日
、﹁
土
砂
災
害
に
対
す
る

防
災
訓
練
﹂を
寺
柱
地
区
で
行
い

ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
寺
柱
地
区
住

民
１
３
０
人
の
ほ
か
、
町
消
防
団

な
ど
関
係
機
関
職
員
ら
合
わ
せ
て

約
２
２
０
人
。
大
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
を
想
定
し
て
の
大
規
模
な
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
樺
山
雨
量
観
測
所

で
時
間
雨
量
60
㍉
を
記
録
し
た
と

し
て
役
場
庁
舎
内
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
。
町
職
員
や
消
防
団
が

住
民
へ
の
呼
び
掛
け
を
行
い
、
第

３
地
区
分
館
へ
自
主
避
難
を
促
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
桑
畑
町
長
が
防
災
無

線
で
避
難
勧
告
を
発
令
。
こ
れ
を

受
け
た
住
民
は
、
自
家
用
車
な
ど

で
避
難
場
所
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。

避
難
場
所
の
同
地
区
分
館
で
は
、

住
民
の
把
握
が
行
わ
れ
、
要
援
護

者︵
自
主
避
難
が
困
難
な
住
民
︶に

は
消
防
車
両
や
公
用
車
で
避
難
支

援
に
向
か
う
と
い
っ
た
住
民
と
の

伝
達
連
携
の
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。訓

練
後
は
、
県
砂
防
課
と
都
城

土
木
事
務
所
が
県
内
の
土
砂
災
害

発
生
状
況
や
災
害
対
策
に
つ
い
て

講
演
。﹁
予
兆
を
見
逃
さ
ず
、避
難

場
所
や
避
難
経
路
の
把
握
な
ど
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
事
﹂と
の

呼
び
掛
け
に
、
参
加
者
は
真
剣
な

表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

寺
柱
地
区
で
土
砂
災
害
発
生
！

全
国
統
一
防
災
訓
練

ま
た
、
町
は
本
訓
練
に
先
立
ち
、

６
月
５
日
、
町
内
に
点
在
す
る
災

害
危
険
個
所
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
に
は
、
自
衛
隊
や
消
防
、

県
、
自
治
公
民
館
長
な
ど
か
ら
成

る
防
災
会
議
委
員
ら
、
約
40
人
が

参
加
。町
内
１
２
２
カ
所︵
地
滑
り

７
カ
所
、
急
傾
斜
地
70
カ
所
、
土

石
流
40
カ
所
、
た
め
池
５
カ
所
︶

を
危
険
個
所
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
37
カ
所
を
危
険
度

の
最
も
高
い
Ａ
ラ
ン
ク
と
位
置
付

け
、
今
後
警
戒
し
て
い
く
こ
と
を

関
係
者
全
員
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

①�雨量60㍉を観測したため、
災害対策本部を設置

②�避難勧告を受けた住民は避
難所に。各地域の避難場所
を知っておくことも大事だ

③�県砂防課の災害対策講習
に多くの住民が参加。真剣
に耳を傾けていた

④�非常用保存食の試食会も
行われた。あらかじめ乾燥
させた調理物を水やお湯
で戻して食べる

自主避難が困難な人は消防車や公用車で支援する。住民と行政のスムーズな伝達が生命を守る

①

②

③

④
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エ
リ
ッ
ク
で
す
。
８
月
に
東
京

に
引
越
し
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
さ
よ
な

ら
の
広
報
で
す
。
三
股
に
住
ん
で
３
年
に

な
り
ま
す
。
日
本
に
来
る
前
は
３
年
間
日

本
に
住
め
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、３

年
経
っ
て
、
日
本
で
の
生
活
に
慣
れ
て
き

て
、
今
で
は
ま
だ
日
本
に
住
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
語
も
上
達

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
今
よ
り
上
手
に

な
り
た
い
の
で
、９
月
か
ら
東
京
に
行
っ

て
、
大
学
院
生
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
上

級
の
日
本
語
を
学
ん
で
、
そ
の
あ
と
哲
学

と
心
理
学
を
勉
強
す
る
つ
も
り
で
す
。
難

し
そ
う
な
の
で
、
緊
張
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
、
宮
崎
の
穏
や
か
な
環
境
に
慣
れ
て

い
る
の
で
、
東
京
に
行
く
の
が
不
安
で
す
。

で
も
一
方
で
は
、
楽
し
み
で
す
。
宮
崎
が

大
好
き
で
す
の
で
、
ま
た
遊
び
に
来
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

交通事故は
もうたくさん

わ
た
し
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
自
分
か
ら

事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
車
の
事
故
は
、
運
転
技
術
の
未
熟
な
人

が
起
こ
す
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

自
分
と
は
無
縁
な
こ
と
だ
、
と
信
じ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
わ
た
し
が
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

大
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
道
路
は
二
十
年
以
上
も
毎
日
通
っ
て

い
た
道
で
、
信
号
機
の
変
化
ま
で
な
ん
で
も

知
り
尽
く
し
て
い
る
道
で
し
た
。
そ
の
時
も
、

交
差
点
の
信
号
機
が
黄
色
で
し
た
が
、
ま
だ

大
丈
夫
だ
と
思
い
、
交
差
点
に
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
と
き
信
号
が
赤
に
変
わ
り
、

事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

は
じ
め
わ
た
し
は
、
何
が
何
だ
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

時
間
に
し
て
ど
の
く
ら
い
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
は
数
秒
後
、
わ
れ
に
返

り
、
タ
ク
シ
ー
と
衝
突
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
衝
突
し
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

さ
ん
が
無
事
な
の
を
み
て
、
わ
た
し
は
ほ
っ

と
し
て
車
を
降
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

と
た
ん
、
わ
た
し
の
目
に
人
が
頭
か
ら
血
を

流
し
て
倒
れ
て
い
る
光
景
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。
わ
た
し
は
ま
た
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

ど
う
し
て
こ
の
人
が
そ
こ
に
倒
れ
て
い
る
の

か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
ク
シ
ー
の

運
転
さ
ん
の「
そ
の
人
は
わ
た
し
の
お
客
で

す
。」と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
ま
だ

理
解
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

あ
と
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
衝
突
の

シ
ョ
ッ
ク
で
タ
ク
シ
ー
の
ド
ア
が
開
き
、
車
の

外
へ
放
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

わ
た
し
は
、
頭
の
中
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
こ
の
人

を
助
け
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
、

一
緒
に
救
急
車
に
乗
り
病
院
へ
行
き
、
手
術
室

か
ら
な
か
な
か
出
な
い
で
警
察
官
の
方
を
困
ら

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
ろ
っ
骨
を
二
本
折
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
別
の
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
が
、
そ
の

日
の
昼
過
ぎ
に
、
被
害
者
の
方
の
手
術
が
成
功

し
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
治
療
の
か
い
も
な
く
、
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
快
方
に
向
か
わ
れ
て
い
る
と
信
じ

て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
言

葉
で
は
言
い
表
わ
せ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
葬
儀

に
は
入
院
中
だ
っ
た
た
め
参
列
で
き
ず
、
妻
と

弟
が
出
て
く
れ
ま
し
た
。

お
線
香
を
上
げ
に
伺
っ
た
の
は
、
わ
た
し
自

身
の
退
院
の
日
で
し
た
。
わ
た
し
は
言
葉
を
尽

く
し
て
お
わ
び
し
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
に
謝
っ

て
も
、
被
害
者
の
奥
様
と
二
人
の
娘
さ
ん
の
口

か
ら
は
、
一
言
の
言
葉
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
の
わ
た
し
を
見
る
ご
遺

族
の
目
を
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
の
過
信
と
慣
れ
の
運
転
が
、
何
の
関

係
も
な
い
一
家
族
の
皆
さ
ま
を
悲
し
み
の
ど
ん

底
に
突
ぎ
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
害
者

Ｋ
・
Ｙ　

45
歳　

自
営
業

過
信
と
慣
れ
の
運
転
が
、
走
る
凶
器
に

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
９
位
／
平
成
21
年
４
月
30
日
現
在
（
30
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕
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◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
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◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

自
主
文
化
事
業

５
月
15
日
、﹃
本
田
路
津
子
＆
六
子
コ

ン
サ
ー
ト
﹄を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
本
田
路
津
子
さ

ん︵
１
９
７
３
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説﹁
藍
よ
り
青
く
﹂
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ﹁
耳
を
す
ま
し
て
ご
ら
ん
﹂
を

リ
リ
ー
ス
︶と
、六
子
さ
ん︵
２
０
０
８
年

放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

﹁
だ
ん
だ
ん
﹂に
チ
ャ
コ
役
で
出
演
。
ド
ラ

マ
中
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露
︶の
共

演
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

今
回
も
出
演
者
と
観
客
が
手
を
伸
ば

せ
ば
届
き
そ
う
な
距
離
で
迫
力
の
あ
る

会
場
作
り
に
な
っ
て
い
て
、
足
を
運
ん
だ

観
客
の
皆
さ
ん
は
驚
き
な
が
ら
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
六
子
さ
ん
40
分
、
本
田

路
津
子
さ
ん
40
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

で
、最
後
に
は﹁
耳
を
す
ま
し
て
ご
ら
ん
﹂

を
本
田
さ
ん
、
六
子
さ
ん
、
会
場
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
歌
わ
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
の

中
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
！

図
書
館
で
は
、
夏
休
み
に
多
目
的
ル
ー
ム

を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
カ
ウ

ン
タ
ー
で
申
し
込
む
と
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
食
、
携
帯
電
話
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

館
内
に
は
本
や
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
学
習

を
し
た
り
す
る
机
や
い
す
も
置
い
て
い
ま
す

が
、
夏
休
み
期
間
中
は
特
に
利
用
者
も
多
く

な
り
ま
す
。
長
時
間
荷
物
な
ど
を
置
い
た
ま

ま
席
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
荷
物
は
各
自

で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
本
館
に
は
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
と
一
般

コ
ー
ナ
ー
の
仕
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
読
書
や
学
習
が
で
き

る
よ
う
に
、
館
内
を
走
り
回
っ
た
り
、
大
き

な
声
で
し
ゃ
べ
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
公
共
の
場
所
で
の
マ
ナ
ー
を
守
り
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

町
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の

文化施設来館者に好評の「 ロビーコンサート 」

客との距離が近かった「 本田路津子＆六子コンサート 」

多目的室では集中して学習できます

夏休みの宿題、そのほか個人学習に利用ください

エリック・ファヤストン

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
29
日
、﹁
小
さ
な
音
楽
会
﹂が﹃
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹄を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は﹁
小
さ
な

音
楽
会
﹂の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
総
合
文
化

施
設
の
利
用
者
に
毎
回
喜
ば
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
通
常
は
第
３
水
曜
日
を
除
く
毎

週
水
曜
日
の
午
前
11
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
有
水

小
学
校︵
１･

２
年
生
︶か
ら
の
依
頼
が
あ

り
、
特
別
に
金
曜
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
人
気
の﹁
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
﹂や﹁
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
﹂な

ど
の
歌
が
あ
り
、
有
水
小
の
子
ど
も
た
ち

は
一
緒
に
歌
っ
た
り
、ダ
ン
ス
を
し
た
り
と

と
て
も
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

※
自
主
文
化
事
業
期
日
変
更
の
お
知
ら
せ

６
月
号
に
掲
載
し
た
、来
年
１
月
に
開
催

予
定
の
～H

eartfelt M
usic

～﹃
心
音
コ

ン
サ
ー
ト
﹄の
開
催
期
日
が
今
年
９
月
19
・

20
日︵
土
・
日
︶に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
読
書
感
想
文
・
感
想

画
を
募
集
し
ま
す
。
各
学
校
、
園
で
取
り
ま

と
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
園
児
は
感
想

画
だ
け
の
募
集
で
す
。　

夏
休
み
は
、
い
ろ

い
ろ
な
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
感
想
文
や

感
想
画
を
書
い
て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

読
み
聞
か
せ
講
座

７
月
17
日︵
金
︶午
前
10
時
10
分
か
ら
中
武

睦
男
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
読
み
聞
か
せ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
講
演
、絵
本
の
紹
介
、読
み
聞
か
せ

の
実
演
な
ど
で
す
。
中
武
さ
ん
は
、
小
学
校

勤
務
を
経
て
、
む
ぎ
の
ほ
文
庫
を
開
設
。
現

在
、
木
城
え
ほ
ん
の
郷
、
小
学
校
な
ど
で
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
講
座
を
持
つ
な
ど
活

躍
し
て
い
る
人
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
人
は

図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

休
館
案
内︵
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
︶

月
曜
日︵
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
︶・
祝

日
・
年
末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４

日
︶・
第
３
水
曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館

内
資
料
一
斉
点
検︵
年
１
回
15
日
以
内
︶

の
方
が
戻
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
ご
遺
族
の

悲
し
み
と
わ
た
し
へ
の
怨
念
も
一
生
続
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
、
こ
の
方
た
ち
や
、

殺
人
者
の
家
族
と
し
て
つ
ら
い
思
い
を
し
た

家
族
へ
の
罪
ほ
ろ
ぼ
し
の
た
め
に
、
二
度
と

車
の
ハ
ン
ド
ル
は
握
り
ま
せ
ん
。

使
い
方
を
誤
る
と
、
自
動
車
は
ま
っ
た
く

走
る
凶
器
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
慎

重
の
う
え
に
も
慎
重
を
期
し
、
人
命
尊
重
を

忘
れ
ず
に
運
転
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
こ
の
一
受
刑
者
の
言
葉
を
、
世

の
中
の
す
べ
て
の
運
転
者
に
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

SAY
O

N
A

R
A

SAY
O

N
A

R
A



■お知らせ

Mimata Information

●問い合わせ：三股町役場　TEL52－1111㈹　FAX52－4944
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毎年、多くの子どもたちでにぎわって
いる河川プールですが、平成17年の台風
により損壊した河川設備の復旧のめどが
立っていません。そのため、安全性が確保
できないことから、今年も河川プールの
運営を中止します。

心待ちにしていた人には申し訳ありま
せんが、ご理解をお願いします｡

このような状態ですので、川で泳いだ
り遊んだりしないでください。
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線434）

町内12カ所の児童館は、子どもたちに
健全な「遊び」を提供し、心身の健康増進
や情操を豊かにすることを主な目的とし
ています。

現在、児童館では「放課後児童健全育成
事業」を行っていますが、児童クラブ事業
だけを行っているわけではなく、町内の
すべての子どもたちを対象として上記目
的のために運営されています。

児童館は誰でも利用できる場所です。
お気軽にご利用ください。
■開館時間＝

月曜〜金曜…午後２時〜６時
土曜日………午前９時〜午後６時
夏休み期間（７月21日〜８月31日）
　……………午前９時〜午後６時

（ただし、日・祝日除く）
■開館場所＝
山王原児童館　　　　☎52−1091
東原児童館　　　　　☎52−0336
植木児童館　　　　　☎52−1092
第２地区交流プラザ　☎52−1099
蓼池児童館　　　　　☎52−3947
新馬場児童館　　　　☎52−3948
今市児童館　　　　　☎52−1814
上米児童館　　　　　☎52−4373
梶山児童館　　　　　☎52−1251

宮村児童館　　　　　☎52−5533
前目児童館　　　　　☎52−4844
長田児童館　　　　　☎54−1213

■注意事項＝
各小学校の帰宅指示時間に合わせて、
児童を帰宅させます。
未就学児童は保護者同伴での利用と
なります。
■問い合わせ
　福祉保健課　児童福祉係
　☎52−1111（内線166）

児童扶養手当は、離婚・死亡などの理由
で父親がいない児童や、父親が中程度の
障害の状態にある児童が、健やかに育つ
ことを目的として、その児童を育ててい
る人に支給されるものです。

ただし、前年（１月分から７月分の手当
については前々年）の所得が一定額以上
の場合には、支給されません。

児童扶養手当の受給者は、毎年８月に
児童の養育状況などを確認するために、 
｢現況届｣を提出する必要がありますの
で、次のとおり手続きをしてください。

この現況届を提出しない場合、受給資
格があっても８月以降の手当は支給され
ません。また、現況届をしないまま２年を
経過しますと時効により手当を受給でき
なくなりますのでご注意ください。
※�対象者には、７月末に郵送で直接案内
します。
■受付日時＝

８月６日（木）〜７日（金）
午前９時〜正午・午後１時〜５時
■場所＝役場４階　第２会議室
■持ってくるもの＝

①�印かん（児童扶養手当用に使用して
いるもの）

②�預金通帳（ゆうちょ銀行の場合、全
銀システムへの手続き済みのもの）

③�住民票（発行日が8月1日以降のもの）
◦�本人の同居世帯全員の住民票
◦�同番地で世帯分離していても実際に

は同居している家族がいる場合は、
その世帯の住民票も必要です。

④�児童扶養手当証書（オレンジ色のもの）
⑤�運転免許証または健康保険証（本人

確認のため）
⑥�平成21年度所得証明書（児童扶養

手当用）
◦�平成21年１月１日に三股町に在住

していた人は必要ありません。
◦�平成21年１月１日在住の市町村役

場で「所得証明書（児童扶養手当
用）」を取ってお持ちください。
◦�同居の家族の中で本人以外の扶養義

務者がいる場合は、その人の所得証
明書も必要です。

⑦�別居監護申立書と住民票（児童の所
属する世帯全員〈省略なし〉のもの）

◦�児童の住民票が三股町外にある場合
に必要です。
◦�民生委員または学校長の証明を受け

たもの。
※�児童扶養手当の現況届に合わせて、母
子・父子・寡婦家庭の各医療費受給資
格者証の切り替えも行います（次２項
目参照）ので、対象となる人は手続き
をお願いします。
■問い合わせ
　福祉課　児童福祉係
　☎52−1111（内線167）

母子・父子家庭医療費の受給者は、毎年
８月に資格者証の更新をする必要があり
ますので、次のとおり手続きをしてくだ
さい。

更新手続きが必要な人には、７月末に
郵送で直接案内します。
■受付日時＝

８月６日（木）〜７日（金）
午前９時〜正午・午後１時〜５時
■場所＝役場４階　第２会議室
■持ってくるもの＝

①印かん
②健康保険証（世帯全員分）
③�預金通帳（ゆうちょ銀行の場合、全

銀システムへの手続き済みのもの）
④�母子または父子家庭医療費受給資

格者証（クリーム色のもの）
※�この医療費助成制度は、母子、または父
子家庭の経済的負担と精神的負担を
軽減し、健康増進と福祉の向上を図る
ために、医療費の一部を助成する制度
です｡
■助成内容＝

１カ月に支払った医療費（保険診療
分）が1,000円を超えた分について、「高
額療養費」、「附加給付」などを差し引
いて助成します。
■対象者＝
◦�町内に住所があり、20歳未満の児童

を扶養している配偶者のいない人
◦�その扶養を受けている18歳に達す

る年度末までにある児童
※�ただし、前年の所得が一定額以上の場
合には、認定されません。
■問い合わせ
　福祉課　児童福祉係
　☎52−1111（内線167）

寡婦家庭医療費の受給者は、毎年８月
に資格者証の更新をする必要があります
ので、次のとおり手続きをしてください。

更新手続きが必要な人には、７月末に
郵送で直接案内します。
■受付日時＝

８月６日（木）・７日（金）
午前９時〜正午・午後１時〜５時
■場所＝役場４階　第２会議室
■持ってくるもの＝

①印かん
②健康保険証
③�預金通帳（ゆうちょ銀行の場合、全

銀システムへの手続き済みのもの）
④寡婦医療費受給資格者証（水色のもの）
※�この医療費助成制度は、寡婦家庭の経
済的負担と精神的負担を軽減し、健康
増進と福祉の向上を図るために、医療
費の一部を助成する制度です。
■助成内容＝

１カ月に支払った医療費（保険診療
分）が1,000円を超えた分について、「高
額療養費」、「付加給付」などを差し引
いて助成します。
■対象者＝  

次の①〜③のすべてを満たす人
①60歳〜70歳の女性
②�現在、一人暮らしで扶養家族などが

いない人（住民票・保険証共に本人
のみであること）

③�かつて、母子家庭として20歳未満の
児童を扶養していたことがある人

※�ただし、前年の所得が一定額以上の場
合には、認定されません。
■問い合わせ
　福祉課　児童福祉係
　☎52−1111（内線167）

町教育委員会では、来年小学校入学予
定で障害のある児童の保護者に対して、
就学先の選択や進路に関することについ
て、相談会を予定しています。

☆�この相談は、特別支援学校への入学
を前提としたり、就学を決定したり
するために行うものではありません。

☆相談内容の秘密は守ります。
☆相談費用はかかりません。
■日時＝8月を予定しています。　
■対象者＝来年度小学校入学予定幼児
※�平成15年4月2日〜平成16年4月1日
生まれ
■相談員＝都城きりしま支援学校、町内

の各小学校就学指導担当者
■申込締切日＝７月24日（金）
※�相談希望の人は教育課学校教育係、就
学指導担当までご連絡ください。
■申し込み・問い合わせ
　教育課　学校教育係
　☎52−1111（内線422）

事業所または自主防災組織などで、そ

の構成員に対して行う普通救命講習の指
導を行うために必要な講習です。
■日時＝

８月11日（火）〜13日（水）（３日間）
午前９時〜午後４時45分
■場所＝
　都城市消防局　南消防署
　屋内訓練場１階
■資格＝

満18歳以上で都城市、三股町に住んで
いる人、または都城市、三股町の事業
所に勤めている人
■内容＝

応急手当に必要な知識と技能、指導要
領、そのほか必要な知識・技術
■費用＝テキスト代…3,465円
■募集人員＝10人程度
■申込期間＝７月21日（火）〜24日（金）
※定員になり次第締め切ります。
■申し込み・問い合わせ
　都城市消防局　警防課
　☎22−8883

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。

 故人のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、社会福祉発展のために有意義に
利用させていただきます。

誠にありがとうございました。
三股町社会福祉協議会
  平成21月５月１日から31日まで

愛のご寄付

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

今年も河川プールの
運営を中止します

誰でも遊べる児童館を
ご利用ください！

児童扶養手当現況届
（年一回）の
受け付けを行います

母子・父子家庭
医療費受給資格者証
の更新について

寡婦医療費
受給資格者証の
更新について

平成21年度三股町
就学相談会の
実施について

応急手当普及員の
認定講習を
開催します！

立
たち

本
もと

　敬
けい

子
こ

夫 和
かず

政
まさ

67 下　新 ２万円

道
みち

添
ぞえ

　敷
しき

子
こ

夫 五
い

十
そ

三
み

64 小鷺巣 １万円

上
かみ

水
みず

　久夫 妻 喜美子 70 中　米 ５万円

大脇アヤ子 夫 辰
たつ

典
のり

82 檪　田 ３万円

別
べつ

納
のう

　道男 母 キクエ 91 田　上 ２万円

黒木アヤ子 夫 重
しげ

人
と

82 蓼　池 ３万円

上石サダ子 夫 行
ゆき

治
はる

76 谷 ３万円

蔵元　幸一 母 スミ子 84 中　原 ３万円

松川　泰
たい

三
ぞう

父 立
たて

山
やま

正
まさ

一
かず

84 餅　原 ３万円

松川　泰
たい

三
ぞう

母 立
たて

山
やま

キト 83 餅　原 ３万円

久
く

壽
す

米
め

木
ぎ

ヤチ子 夫 吉
よし

永
なが

80 大鷺巣 ３万円

宮里ミサ子 夫 至
いたる

88 小鷺巣 10万円

桑畑和美・敏一 父 早
はや

年
とし

97 上　新 ３万円

渡
わた

邊
なべ

　知
とも

昌
あき

母 アキ子 90 花見原 ５万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝８月７日（金）
■受付＝午後１時〜１時45分
●マザークラス・パパママ教室
■期日＝１回目／８月４日（火）・２回目／８月10日（月）
　　　　　３回目（パパママ教室）／８月23日（日）
■内容＝１回目／妊娠中の生活、栄養、妊婦体操
　　　　　２回目／呼吸法、補助動作
　　　　　３回目／パパの妊婦体験、沐浴練習
■時間＝午前９時30分〜11時30分まで
　　　　　（ただし、３回目は正午終了です）
■持ってくるもの＝母子手帳、1回目は体操できる服装
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52−8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝７月16日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
　　　　　子育てサークル「いもん子クラブ」さん
●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝７月21日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
●親子教室
■期日＝７月28日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝誕生会（６月・７月生のお友達をみんなでお祝いしましょう）

　
「夏休み！盲導犬わくわく塾2009」
参加者募集案内について
●社会福祉係（内線164）

都城市点字図書館では、夏休み期間を利用して、小中高生向け
に視覚障害者福祉啓発行事が次のとおり行われます。参加を希

望する人は、都城市点字図書館へ申し込みをしてください。
■日時＝７月25日（土）午前９時〜正午
■場所＝都城市総合社会福祉センター
■対象者＝小中高生／先着30人（親子や大人だけの参加も可）
■�内容＝①盲導犬ふれあいトーク②サウンドテーブルテニ
ス（視覚障害者卓球）③音訳ゲーム④点字名刺づくり⑤ア
イメイト募金贈呈式

■受講料＝無料
■申込締切＝７月21日（火）
■申し込み・問い合わせ
　　都城市点字図書館　☎26−1948

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝７月27日（月）
■時間＝午前11時〜正午
※�ストレッチや「歩く」動作が主な運動を１時間程度行います。
●肺がん検診の予約について
　日本人の死因のトップはがんであり、その中で最も多いのが
肺がんです。肺がんは喫煙との関連も非常に強く、年齢が高くな
るほど、かかる人が多くなっています。　
　町では40歳以上の人を対象に肺がん検診を実施しています。
今回、国民健康保険以外に加入している人で肺がん検診を受診
する機会がない人を対象に実施します。予約が必要ですので、必
ず申し込みをしてください。
※�国民健康保険に加入している40歳以上の人は特定健診（集団健
診のみ）と同時に実施しますので申し込みは必要ありません。
■対象者＝40歳以上の人（国民健康保険以外の人）
※平成22年４月１日までに40歳到達の人も対象です。
■検査内容＝胸部レントゲン撮影、喀痰細胞診検査
※�今年から撮影方法が変わったため、以前のような直接、間接撮
影の区別はなくなりました。
■期日＝８月11日（火）
■時間＝午前９時〜11時、午後１時〜２時
■個人負担料金＝無料
■申し込み期限＝７月17日（金）まで
●無料健康相談、電話相談コーナー開設のご案内
　地域産業保健センターは、産業医の選任義務のない小規模事
業所（50人未満）の従業員と事業主を対象に健康相談、職場訪問
指導などの保健サービスを無料で実施しています。
　今回、夜間に産業医による健康相談コーナーと電話相談コー
ナーを開設します。お気軽にご利用ください。
■期日＝８月５日（水）
■時間＝午後６時〜７時まで
■場所＝都城市北諸県郡医師会館　☎22−0754
■内容＝産業医による健康相談と電話相談

■問い合わせ＝都城、西諸地域産業保健センター
　　　　　　　　（都城市郡医師会館内）
重度心身障害者医療費受給資格者証の更新について
●社会福祉係（内線164）

重度心身障害者医療費受給資格者証の更新を次のとおり行い
ますので、資格者証を持っている人は、更新手続きをしてくださ
い。また、持っていない人でも当てはまると思われる人は、当日
申請してください。この助成制度は、１カ月に支払った医療費が
1,000円を超えた分について、助成を受けられる制度です。なお
所得制限などにより認定されない場合があります。
■該当者＝次のいずれかに当てはまる人

◦「身体障害者手帳１級」を持っている人
◦「身体障害者手帳２級」を持っている人
◦「療育手帳Ａ」を持っている人
◦�「身体障害者手帳３級」と同時に「療育手帳Ｂ１」を持っ
ている人

※対象者には、郵送で直接案内します。
■受付日時＝７月21日（火）〜24日（金）

　　　　　　　午前９時〜正午・午後１時〜５時
■受付場所＝福祉課　社会福祉係（⑦番窓口）
■持ってくるもの＝
①印かん②健康保険証③預金通帳（郵便局以外のもの）④
「身体障害者手帳」または「療育手帳」⑤重度心身障害者医
療費受給資格者証（現在持っている人のみ）
※手続きは代理の人で構いません。

平成21年度介護保険料をお知らせします
●介護高齢者係（内線162・163）

　平成21年度の保険料は次のとおりです。
第１段階被保険者 ………２万7,600円
第２段階被保険者 ………２万7,600円
第３段階被保険者 ………４万1,400円
軽減第４段階被保険者 ………４万8,500円
第４段階被保険者 ………５万5,200円
第５段階被保険者 ………６万9,000円
第６段階被保険者 ………８万2,800円

●介護保険料の納付方法について
65歳以上の人の保険料は、年金から天引きされる方法（特別

徴収）と納付書などで納める方法（普通徴収）があります。
【�特別徴収】年金が年間18万円以上ある人の保険料は、年金か
ら天引きされます。ただし、年金が18万円以上ある人でも、
普通徴収になる場合もありますのでご注意ください。
【�普通徴収】町から送られてくる納付書、または口座振替で保
険料を納めます。

　◦年金が年額18万円未満の人

　◦年度途中で65歳になった人
　◦転入・転出した人
　◦年金の支給停止などで、年金天引きが中止された人
●保険料を納めないと介護サービスが制限されます
　保険料を滞納すると、介護サービスを利用するとき、次のよう
な制限を受けます。
○滞納１年で支払い方法変更
１年以上滞納すると、介護サービスの利用者負担が１割から
10割になります。９割分は、あとで払い戻しを受ける手続きが
必要になります（償還払い）。また、介護保険証には、「支払い方
法の変更の記載」が行われます。
○滞納１年６カ月で、償還払いの一時差し止め
１年６カ月以上滞納すると、介護サービスの償還払いが差し
止められます。さらに滞納が続くと差し止められた額が保険料
に充てられることになります。
※�滞納２年以上で、その期間に応じて介護サービスの利用者負
担が１割から３割に引き上げられます。
地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター☎52−8634

●平成21年度介護予防教室
「骨コツ貯筋教室」が始まります。
介護予防事業として65歳以上の（※１）特定高齢者の人を対
象に「骨コツ貯筋教室」を健康管理センターで実施します。
この教室の目的は、「介護予防の意識向上や、実際の要介護状
態への防止」としています。今年で４年目の教室で７月下旬ご
ろから実施予定です。専門の運動指導士・理学療法士が指導を行
い、内容的にも充実しています。頻度は週１回（水曜日・午後１
時30分〜３時）で参加者は約20人程度です。
（※１）特定高齢者：今のままでいると要介護状態になる可能性が高い虚弱高齢者

なお、この教室への参加は「基本チェックリスト」「生活機
能評価」（医師の診察）で特定高齢者と選定されなければなり
ません。住民健診（特定健診）をぜひご利用ください。詳しくは、
地域包括支援センター（☎52-8634）までご連絡ください。
●ぜひ、足もと元気教室にご参加ください！
各地区で実施中です。専門の運動指導士が指導します。参加を
希望する人は、体操ができる服装、水分、室内シューズを持って、
お近くの会場に直接お越しください。

「足もと元気教室」の各地区での日程は、次のとおりです。
（７月15日〜８月14日の日程）
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地区名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前9時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 ７月16日・８月６日
轟 木 午後1時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 ７月27日
植 木 午後1時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター ７月22日・８月12日
中 原 午前9時30分〜11時 中原コミュニティーセンター ７月22日・８月12日
前 目 午後1時30分〜 3時 前 目 研 修 館 ７月15日
寺 柱 午後1時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 ８月 6日
餅 原 午後1時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 ８月17日
梶 山 午前9時30分〜11時 第 ４ 地 区 分 館 ７月15日

谷 午後1時30分〜 3時 第2地区交流プラザ ８月 4日
今 市 午前9時30分〜11時 今 市 児 童 館 ８月 3日
※日程は、毎月ご案内します。

８月の行事予定
【親子教室】
期日＝８月４日（火）
時間＝午前10時〜11時
内容＝ふれあい遊び♪
リズム体操などの遊びを通
して親子で楽しく触れ合い
ましょう。ほか絵本の読み
聞かせやパネルシアターも。
講師：�保育士２人
主催：宮日母子福祉事業団
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●問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう
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1 水

2 木 ◦缶・びん
3 金 ◦可燃物
4 土

5 日

◎相良内科（内） ☎22-4086（前田町）

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎福島外科（外・胃） ☎38-1633（都北町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎中山産婦人科（産・婦） ☎23-8815（前田町）

6 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎藤元上町病院（内） ☎23-4000（上　町）

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎長倉医院（内・小） ☎52-2109（三股町）

◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）

◎ならはら皮膚科（皮膚） ☎22-1455（志比田町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

13 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
14 火 ◦可燃物
15 水 ◦図書館休館日
16 木 ◦缶・びん
17 金 ◦可燃物
18 土

19 日

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎政所医院（内・小） ☎58-2171（高城町）

◎たかお浜田（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

20 月

◎城南病院（小・内） ☎26-3662（大王町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎マドコロ外科（外・胃・整） ☎22-0138（小松原町）

◎海老原記念（内） ☎22-2240（立野町）

◎たき心療内科（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日

21 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
22 水 ◦不燃物
23 木 ◦トレイ・ペット
24 金 ◦可燃物
25 土

26 日

◎田中内科（内） ☎23-5872（北原町）

◎いづみ内科（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎山田医院（内・小・リウ・アレ） ☎64-2816（山田町）

◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）

◎西元眼科（眼） ☎25-8888（中原町）

27 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
28 火 ◦可燃物
29 水

30 木

31 金 ◦可燃物

1 土

2 日

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）

◎園田光正内科（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

3 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木 ◦缶・びん
7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎福田クリニック（外・循・内） ☎46-1122（蓑原町）

◎いき形成外科ひふ科（形外・皮） ☎45-0020（年見町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

10 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦トレイ・ペット

14 金

◎村上クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎西浦病院（内） ☎25-1119（広原町）

◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）

◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）

◎土井外科（胃・外） ☎22-1825（上東町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

◦可燃物

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

くらしのカレンダー
1. July ~ 14. August 2009

みまたくらしのカレンダー

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。
食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。食育って？

■税 ●問い合わせ：税務財政課　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

７月の旬食材…ゴーヤー

◎黄の皿　ごはん
　【主食２つ（SV）】　285㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�米1/2合（ごはん１５０㌘）

◎緑の皿　トマトのカップサラダ
　【副菜１つ(SV)】　140㌔㌍　塩分0.6㌘
材　料　�トマト…１コ、キュウリ…20㌘、マカロニ…５㌘、コーン…10㌘、塩・

コショウ…少々、マヨネーズ…大さじ１、レモン汁…小さじ1/2
作り方　�①トマトは皮を湯むきして、へたをおとし、形をくずさないよう

にスプーンでタネをかきだす。軽く塩をふり、切り口を下にして
冷蔵庫で冷す。②マカロニを表示通りにゆでる。③キュウリは薄
切りにして塩をふり、よく絞る。④マカロニ、きゅうり、コーン
とマヨネーズ、レモン汁、塩こしょうで和え、トマトの中に詰める。

◎白の皿　かき玉汁
　45㌔㌍　塩分1.0㌘
材　料　�ジャガイモ…10㌘、ニンジン…５㌘、小ねぎ…２㌘　卵30㌘、

だし…120㏄、薄口しょう油…小さじ1/5、塩…小さじ
1/10
作り方　�①ジャガイモとニンジンは千切りにする。②だ

しでやわらかく煮て調味し､溶いた卵を回し入

　　　　　　れ、小口切りにしたねぎを散らす。

◎赤の皿　ゴーヤーキムチチャンプルー
　【 主菜2つ(SV)・副菜１つ(SV)】　180㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�ゴーヤ…1/4本、豚もも薄切り肉…40㌘、キムチ…40㌘、木綿

豆腐…50㌘、酒…大さじ1/2、しょうゆ…小さじ1/2、サラダ油
…大さじ1/2

作り方　�①ゴーヤは縦半分に切り、スプーンなどを使ってわたを取り除き、
薄切りにする。豚肉は一口大に切り、キムチもザク切りにする。②
豆腐は水切りし、手で大きめの一口大にちぎる。③フライパンに油
を熱し、肉をいためる。火が通ったらゴーヤ、キムチ、豆腐の順に
加え更に炒める。酒、しょうゆで味付けする。

◎白の皿　ふわふわヨーグルトムース
　【乳製品１つ（SV）】　220㌔㌍　塩分0.2㌘
材　料　�ヨーグルト…100㌘、砂糖…小さじ１、ゼラチン…２㌘、水…10㏄、

生クリーム…20㏄、好みのジャム…大さじ１、水…小さじ２
作り方　�①ヨーグルトと砂糖を混ぜる。②生クリームは7分立てに泡立て

る。③ゼラチンと水を混ぜ、ふやかし、電子レンジで10秒ほど
加熱し､溶かす。④ヨーグルト、生クリーム、ゼラチンを手早く
混ぜ合わせ、器に入れて、冷し固める。⑤水でのばしたジャムを
かけて食べる。

７月31日（金）は納付期限です
●納税管理係（内線144・145・147）

納付期限内に納付しましょう。
●国民健康保険税（1期）
※�口座振替は７月27日（月）が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日（金）までに預貯金口座の残高確認を
お願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・145・147）

税金は納付期限内に納めていただくことが原則ですが、
「やむを得ない特別な事情があって納付期限内に納税でき
ない」「一度に納めることが難しい」といった場合には、印
かんをお持ちになり、ご相談ください。
早めの納税相談は分割納付などにおいて納付期間や金

額に余裕を持つことができます。
また、納税について分からないことがある場合も気軽に

ご相談ください。

納期内納付にご協力ください
●納税管理係（内線144・145・147）

納税の本来の姿は、定められた納期限までに、納税義務
者が税金を自主的に納めることです。
仮に、定められた納期限までに町税を納めず滞納の状態

にあれば、町は滞納者に対して督促状などを送付し、納税
を促すことになります。
町税を滞納したままでいると、町は納期内に納めた納税
者との公平性を保つためや町税を確保するために、やむを
得ず滞納者の不動産・給料などの財産を差し押えるなどの
滞納処分を行うことになります。納期限内に納税者の皆さ
んが自主的に納めてくださいますようお願いします。

ビタミンCが豊富で油で炒めても壊れにくいのが特徴です。
独特の苦味はモモルデシンという成分で､胃腸を刺激して、食

欲増進に働くので､食欲が落ち、夏ばてしやすい暑い季節にぴったりです。 （表示の材料はすべて1人分です。）

連携教育、一つのカタチ

６月21日、西植木自治公民館（和田
善秋館長）主催の「子ども田植え教室」
が植木地区の子どもたちを対象に開催
されました。
今回植えたのはもち米の苗。稲刈り

から12月のもちつきまで協同作業を行
い、子どもたちに地域の大人たちの顔を
知ってほしいと考えました。
「経験は宝物。ねばり強い子どもたちを
育てたい」と和田館長。地域だからこそ
できる教育の一つですね。

◎今月の表紙

『経験は宝物』

◎７月の予定

◎８月の予定

いきいき げんき！
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■
茶
じ
ょ
け

「
連
携
教
育
に
必
要
な
も
の
は
わ
た

し
た
ち
の
共
通
認
識
、共
通
理
解
」。

今
号
特
集
は
、広
報
担
当
と
し
て

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。▽
と
い

う
の
も
、こ
の
共
通
認
識
、共
通
理

解
と
は
、小
中
一
貫
教
育
だ
け
の
言

葉
で
は
な
く
、す
べ
て
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
る
言
葉

だ
か
ら
で
す
。▽
ご
み
を
１
０
０
㌫

分
別
で
き
る
ま
ち
。交
通
事
故
が

ま
っ
た
く
起
き
な
い
ま
ち
。町
民
の

誰
も
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
ま
ち
。こ

れ
ら
ま
ち
づ
く
り
の
ど
の
分
野
に

お
い
て
も
住
民
と
行
政
に
共
通
認

識
、共
通
理
解
が
あ
る
な
ら
ば
、よ

り
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と

お便りやイラスト、お子さんの写真を募集しています。
皆さんからのお便りを募集しています。普段、生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きのうえ、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さんの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,522人◦女／13,236人
◦計／24,758人◦前月比－3人
◦世帯数／9,653戸（＋3戸）
◦出生／22人◦死亡／22人
◦転入／68人◦転出／71人

三股町の人口
平成21年６月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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な
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
共
通
認
識
、共
通
理
解
を
広

げ
る
た
め
に
、広
報
紙
は
あ
る
の
で

す
。▽
し
か
し
な
が
ら
、本
特
集
に

取
り
組
ん
で
、こ
れ
ら
を
図
る
た
め

に
は
よ
り
多
く
の
「
会
話
」が
必

要
だ
と
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。広
報
紙
も
同
じ
く
「
住

民
と
の
会
話
」が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
再
確
認
で
き
、広
報
紙
の
今

後
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。▽
そ

れ
ら
を
教
え
て
い
た
だ
き
、急
な
取

材
に
も
快
く
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

た
各
学
校
長
を
は
じ
め
、多
く
の

先
生
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　　
　

    〈
♪
〉

津　
曲　
香
代
子

海
紅
豆 

雨
の
狭
庭
を 

灯
し
け
り

夏
蜘
蛛
を 

二
匹
の
猫
が
に
ら
み
ゐ
る 

厨
の
隅
は 

目
が
離
せ
ず
に

長　
尾　
イ
ク
子

秋　
元　
満　
雄

訪
ね
来
し 

サ
ボ
テ
ン
園
の
跡
も
な
く 

路
上
に
朽
ち
し 

サ
ボ
テ
ン
見
て
居
つ

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

桑　
畑　
多
津
子

紅
豆（
か
い
こ
う
ず
）の
真
紅
の
花
で
す
。

梅
雨
と
は
い
え
、
連
日
の
雨
に
は
気
が
め
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
う
っ
と
う
し
い
庭
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
海

病
棟
の 

灯
は
こ
う
こ
う
と 
路
地
暑
し

交
互
に
出
し
た
り
引
い
た
り
、
そ
の
し
ぐ
さ
は
な
ん
と
も
こ
っ
け
い
で
あ

る
。
ク
モ
の
行
方
が
気
に
な
り
、
自
分
も
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
た
。

い
や
ぁ
ー
！
ど
こ
か
ら
紛
れ
込
ん
だ
の
か
、
ク
モ
が
台
所
の
隅
に
。
そ
の

ク
モ
を
２
匹
の
ネ
コ
が
囲
む
よ
う
に
し
て
じ
っ
と
に
ら
ん
で
い
る
。
手
を

朽
ち
た
サ
ボ
テ
ン
を
見
つ
め
な
が
ら
、
世
の
無
常
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た

こ
と
だ
っ
た
。

昔
が
懐
か
し
く
な
り
、
幾
年
ぶ
り
に
サ
ボ
テ
ン
園
を
訪
ね
た
。
あ
ま
り
の

変
わ
り
よ
う
に
思
わ
ず
た
め
息
が
出
た
。
あ
の
こ
ろ
の
姿
は
跡
形
も
な
く
、

の
夜
空
を
照
ら
し
て
い
ま
す
。

夜
に
な
る
と
近
く
の
病
院
の
窓
明
か
り
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
目
に
映
り

ま
す
。
一
晩
中
、
ど
の
病
室
も
こ
う
こ
う
と
電
気
を
と
も
し
、
短
い
夏

127

甲か

斐い 

来ら
い　

夢む

く 

ん
（
１
歳
）

◎平成20年6月2日生まれ
◎祐一郎さん・真理子さんの長男・長女

五ご

反た
ん

田だ 

蒼あ

お

い天
く
ん
（
０
歳
）

◎
平
成
21
年
５
月
１
日
生
ま
れ

◎
竜
太
さ
ん
・
千
恵
さ
ん
の
長
男

あーくんはパパとママの宝物。
毎日パパとママはメロメロです♥
元気にスクスク育ってね♪

師匠の操さんと。操さんは体調を崩し、
最近はもっぱらタミさんの指導にあたる

趣
味
も
同
じ
時
を
過
ご
す

上
新
在
住
の
荒
武
タ
ミ
さ
ん

は
、
陶
芸
に
癒
や
し
を
求
め

て
い
る
。
夫
の
操
さ
ん
が
趣

味
で
始
め
た
陶
芸
だ
っ
た
が
、
そ
の
熱

が
タ
ミ
さ
ん
に
も
伝
染
し
た
。

昭
和
60
年
、
操
さ
ん
の
退
職
を
機
に

福
岡
か
ら
帰
郷
。窯
を
購
入
し
自
宅
裏

に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
た
。以
来
、
二
人

で
陶
芸
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
他
県

に
も
友
人
が
で
き
た
。人
の
つ
な
が
り

が
タ
ミ
さ
ん
の
宝
だ
。

陶
芸
の
魅
力
は
ろ
く
ろ
を
回
す
と

何
も
考
え
な
く
て
い
い
と
こ
ろ
だ
と

話
す
タ
ミ
さ
ん
。「
わ
た
し
の
癒
や
し

の
時
間
」
と
目
を
細
め
る
。

師
匠
は
操
さ
ん
。遊
び
も
生
活
も
夫

婦
で
同
じ
時
を
過
ご
し
て
き
た
。「
二

人
が
同
じ
趣
味
を
持
つ
こ
と
は
い
い

こ
と
で
す
。陶
芸
は
わ
た
し
た
ち
の
元

気
の
源
か
な
」。３
年
前
に
夫
婦
道
で

金
婚
式
を
迎
え
た
タ
ミ
さ
ん
。次
の
目

標
は
陶
芸
道
で
の
金
婚
式
だ
。

ま
ち
を
さ
さ
え
る
人
た
ち

上
新
馬
場 

在
住　

荒
武
タ
ミ
さ
ん

［
Ｍ
メ
イ
ト
通
信
］
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

陶
芸
が
飾
る
夫
婦
道

空く

お

れ

央
玲
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

仲良し双子！！これからも元気に
スクスク育ってね(^_^)


